
生きていける賃金を出せ！ 　希望者を全員、正社員にしろ！

CTS 職場ニュース 2020 年９月１0 日

　　　動労千葉（国鉄千葉動力車労働組合）

　この 10 年の千葉最低賃金の流れ
　年度　　   　最賃額　（前年比）
　2020 年 　　925 円（２円増）
　　　　　　　　※ 10/1 実施予定

　2019 年　　923円（28円増）
　2018 年　　895円（27円増）
　2017 年　　868円（26円増）
　2016 年　　842円（25円増）
　2015 年　　817円（19円増）
　2014 年　　798円（21円増）
　2013 年　　777円（21円増）
　2012 年　　756円（　８円増）
　2011 年　　748円（　4円増）
　2010 年　　744円（16円増）

コロナを口実に賃金抑制するな
　 ～ＣＴＳは時給の一律大幅引き上げを行え～

●千葉の最賃引き上げ、わずか２円 !!
      過去 10 年で最低！

　８月５日、千葉県の今年度の最低賃金が

９２５円（前年比 + ２円）と決定されました。

　この１０年で最低、事実上の「据え置き」です。

　これは、政府・財界の意を受けた中央最低賃

金審議会（厚労大臣の諮問機関）が「現行水準

維持が適当」と据え置きを答申したためです。

＜正社員の賃金にも影響＞
　最賃の額は、非正規雇用労働者だけでなく、

すべての労働者の賃金水準を左右します。千葉

でいえば「925 円× 160 時間」としても月額

14 万 8000 円に過ぎません。これでいったい、

手取り額はいくらになるというのでしょうか。

この現行賃金水準のどこが「適当」なのか。　

●「コロナ」を口実とする大逆流

　リーマンショック以降、社会全体に非正規雇

用が激増し、「とても食べていけない！」とい

う怒りが社会的に燃え広がる中、最低賃金につ

いても、一定の引き上げを行わざるをえない状

況が続いてきました。

　しかし今年、コロナを口実にして、「もう賃

上げはしない」と政府・財界が最賃据え置きを

宣言したのです。

　「ＧＯ ＴＯキャンペーン」や、政府と癒着し

た電通への仕事の丸投げ、日産などの大企業に

は湯水のように税金を投入しながら、毎日毎日、

感染の危険にさらされながら現場で働いている

労働者に、コロナで生じたすべての矛盾と犠牲

を押し付ける。まさに暴挙です。

　　　　　　　　　　　　　　　　( 裏面へ）

この 10年
で最低額

2020 年 9月 28日

詰所の新設など改善を実現

　動労千葉組合員がＣＴＳ千葉事業所に入っ
たのは、２０１６年からでした。それ以降に
実現した職場改善にはさまざまなものがあり
ます。ロッカー室の拡大や熱中症対策、各駅
への冷蔵庫の設置などです。
　とくに、本千葉駅、浜野駅に詰所ができた
ことは大きな前進でした。冷蔵庫やクーラー、

千葉事業所でさまざまな改善が実現

①ロッカー室の拡大
②各駅に冷蔵庫を設置
③クーラーのない箇所にスポットクー
ラーを設置

④水、むぎ茶、塩飴などの熱中症対策
⑤本千葉・浜野駅に詰所を設置 ｡
　冷蔵庫やクーラー、電子レンジ、電
気ケトルも完備。

この間、実現された職場改善

～職場改善も労働組合で声を上げてこそ～

職場の実態について、千葉事業所勤務の
山田繁幸さん（木更津支部）に聞きました。

（右写真）
本千葉駅に新
設された詰所

電子レンジ、
電気ケトルも
設置されてい
ます。
　待機環境の
悪かった出先
でも快適に過
ごせるように
なりました。



休憩所改善を組合として要求

　動労千葉組合員がエルダーとしてＣＴＳ各
事業所に入った当初、駅舎清掃時の休憩施設
はあまりにひどい実態でした。
　出先の休憩所では冷暖房が入っていない場
所も多く、「飲用または食器洗浄用の水道」
は一つもありませんでした。湯沸かし器や
せっけんなどの衛生用品もありません。手や
顔を洗ったり、食器を洗ったりすることもで
きない状態でした。ホームの階段下をまとも
に整備もせずに休憩場所としている実態もあ
りました。
　その中で、動労千葉はＣＴＳ独自の休憩所
の整備を要求してきました。千葉事業所での
改善も、職場で日々改善を訴える中で実現し
ていきました。労働組合のもとに団結して声
を上げることは、職場改善を勝ち取る上でも
大きな力になります。

駅ゴミ箱撤去は要員減が狙い

　現在、千葉事業所で清掃を担当している各
駅で、ゴミ箱の撤去が進められています。
　ゴミ箱からのゴミ回収は、重く匂いもきつ
い多量のゴミを運ぶ大変な仕事です。コロナ
感染症の危険性もあります。ゴミ箱が減るこ
とは私たちの作業の軽減になります。
　しかし、これは清掃部門の要員削減に直結
する問題です。ＣＴＳはゴミ箱撤去は、「人
がいないから」と説明していますが、完全な
ウソです。ＪＲ東日本は今年度のコストをグ
ループ全体で１５００億円、グループ会社で
は４００億円削減すると発表しました。要員
を減らして人件費を削ろうという狙いである
ことは明らかです。
　コスト削減のために現場労働者を犠牲にす
るなど、あってはなりません。団結して闘う
ことこそ、雇用と労働条件を守る道です。動
労千葉とともに現場から声をあげよう。


